
北海道生涯学習推進基本構想の変遷 
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北海道生涯学習推進基本構想 
 

「生きがいとゆとりのある充実した生活」の

ための生涯学習 

 

 

・あらゆる教育（学習）機能の活性化 

・多様な学習活動の活性化 

・生涯学習の推進体制の整備充実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北海道のよさや特性 ～ 豊かな自然環境、自然と地域性を生かした産業、フロンティア精神あふれる道民性など 
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第２次北海道生涯学習推進基本構想 
  

学習成果を活用し、各人が社会の形成に主体

的に参画し、「地域づくり」、「人づくり」を

進める生涯学習 

 

 

 

・明日の北海道を支える人づくり 

・北の大地における地域づくり 

・生涯学習における北海道スタンダードの構築 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３次北海道生涯学習推進基本構想 
  

社会で活きる力を身に付け、持続可能な潤

いあるふるさとづくりを進める 

 

 

 

・道民の学びを行動へつなげる 

・子供たちの学びを広げ、支える 

・地域のよさや課題を学ぶ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生涯学習に取り組む道民を増やす 

構想策定の背景 

○地球市民の時代 

○多様化と選択 

○人間に身近な科学技術の時代 

○地域社会重視 

 

【成果】 

・「生涯学習」の認知度の向上 

・生涯学習の活動の場の整備など 

【課題】 

・ITを活用した生涯学習の推進 

・NPO やボランティアなどとの協働 など 

 

多様な分野での学習機会の提供と学習成

果の活用を促す 

第 2次構想の策定の背景 

○グローバル化の進展とアイデンティティの確立 

○科学技術・高度情報化の進展と「知識社会」化 

○少子高齢化社会の進行と家族・地域の変容 

○意識の変容と市民活動の台頭 

 

【成果】 

・生涯学習を行う道民の増加 

・生涯学習推進計画等の策定率の上昇 など 

【課題】 

・地域課題や社会問題に関する学習に取り組む

道民が少ない 

・学習効果をまちづくりやボランティア活動な

どに生かしている道民が少ない 

・指導者の養成・活用を今後の生涯学習推進の

課題と考えている市町村が多い など 

 

学習成果を地域の活性化につなげる 

第３次構想の策定の背景 

○人口減少・少子高齢化 

○子供たちを巡る諸課題（学力・体力） 

○コミュニティ機能の低下 

 

【生涯学習の今日的意義・役割】 

・人や地域社会とのつながりをもたせる 

・子供たちの育ちを支える 

・地域の活性化へ寄与する 
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